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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、安
全
就
業
の
徹
底

を
図
る
た
め
、令
和
５
年
度
か
ら「
新
た

な
安
全
対
策
」を
掲
げ
、事
故
の
撲
滅
と

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
対
策
の
一つ
と
し
て
、安
全
・
適

正
就
業
委
員
会
に
よ
る「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
委
員
が
作
業
現
場
に
出
向

き
、就
業
会
員
の
作
業
状
況
を
確
認
し

て
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。多
く
の
目
で

作
業
を
見
守
る
こ
と
で
、事
故
防
止
、安

全
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、４
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
全
地
域
の
作
業
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、ヘル
メ
ッ
ト
の
未

着
用
や
草
刈
作
業
時
の
防
護
ネ
ッ
ト
の

未
設
置
が
多
く
み
ら
れ
た
た
め
、口
頭
で

注
意・指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
全
就
業
は
、セ
ン
タ
ー
を
あ
げ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。今
後
も
、安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、安
全
就
業
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

安全・適正就業推進事業
安全・抜き打ちパトロールを実施しました安全・抜き打ちパトロールを実施しました

藤岡地域

岩舟地域

大平地域

西方地域

栃木地域

都賀地域



（２）

好
き
な
編
み
物
と
共
に江

部 

の
ぶ
子
（
岩
舟
）

　
私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
入
会
す
る

前
、
郵
便
配
達
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当

時
は
、
全
く
編
み
物
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
今
の
仕

事
に
や
り
が
い
が
あ
り
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
喜
び
が
芽
生
え
、
余
裕
が
生
ま

れ
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
編
み
物
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。

　
友
達
は
、「
編
み
物
を
す
る
と
肩
が
凝
っ
て
し
ま
い
出

来
な
い
。」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
。
出
来
栄
え
は
イ
マ
イ
チ
で
す
が
、
自
分

で
は
満
足
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す

私
の
職
場「
道
の
駅
」坂

本 

き
み
子
（
西
方
）

　
私
は
人
口
７
千
人
弱
の

町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
町
は
、
と
て
も
の
ど
か

で
人
の
心
が
温
か
い
町
で

す
。
そ
の
町
に
あ
る
道
の

駅
で
今
年
の
４
月
か
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
が
行
き
交
う
道

の
駅
。
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ず
教
え
て
も
ら
う
こ
と
ば

か
り
で
す
。「
あ
り
が
と
う
！
ご
苦
労
様
」と
声
を
か

け
て
頂
く
の
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
町
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
私
の
幸
せ
を
紹
介
し
ま
す
。
我
が
家

で
育
て
た
野
菜
（
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ

ン
、
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
等
）
を
食
べ
て
い
る
と

き
。
県
外
に
住
ん
で

い
る
孫
た
ち
と
ボ
イ

ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や

り
と
り
を
し
て
い
る

と
き
。
ほ
ん
の
一
時

の
幸
せ
を
感
じ
る
瞬

間
で
す
。

会
員
投
稿
欄

会員の皆様からの投稿（写真、絵、俳句etc）をお願いします。

「早朝の大平町」　多田　滋（大平）写真投稿写真投稿



竹
沢 

リ
イ
子
（
栃
木
）

　

二
月
に
三
十
五
名
の
参
加
者
で
、
鹿
島
神
宮
参

拝
、
銚
子
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
、
小
江
戸
佐
原
散
策
の
旅

に
行
き
ま
し
た
。

　
鹿
島
神
宮
は
、
癒
し
や
活
力
が
得
ら
れ
る
場
所
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
呼
ば
れ
る
有
名
な
神
社
で

す
。
境
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
仲
間
と
の
会
話
も
弾

み
ま
し
た
。

　
銚
子
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
、
平
成
三
年
に
建
築
、
標

高
七
十
一
．二
メ
ー
ト
ル
で
す
。
展
望
室
か
ら
眺
め
る
海

の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
気
持
ち
が
解
放
さ
れ
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。
二
階
で
の
昼
食
は
、
メ
ニ
ュ
ー

に
な
い
海
鮮
丼
で
、
海
の
幸
が
沢
山
で
満
足
で
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
佐
原
散
策
で
は
、
伊
能
忠
敬
の
旧
宅
な
ど
、
情
緒

豊
か
な
街
並
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

旅
を
し
な
が
ら
、
癒
さ
れ
、
美
味
し
い
物
を
食

べ
、
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
一
日
楽
し
い

旅
が
で
き
ま
し
た
。

（３）

ウ
ォ
ー
キン
グ
旅
ク
ラ
ブ

清
水　
糸
子
（
栃
木
）

　
令
和
６
年
度
、
第
１
回
女
性
会
活
動「
う
た
ご
え
サ

ロ
ン
」は
、
７
月
28
日（
日
）き
ら
ら
の
杜
と
ち
ぎ
蔵
の

街
楽
習
館
音
楽
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
座
敷
小
唄
の
替
え
歌（
ボ
ケ
ま
す
小
唄・ボ
ケ
な
い

小
唄
）の
笑
い
の
中
か
ら
始
ま
り
、14
の
選
曲
リ
ク
エ
ス
ト

の
唱
歌
、昭
和
の
歌
を
大
き
な
声
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
声
を
出
し
ま
し
た
」「
健
康
に
良
い
で
す

ね
」「
耳
に
な
じ
ん
で
い
る
曲
な
の
で

歌
え
ま
し
た
」「
２
時
間
が
良
い
の
で

は
」等
の
お
声
も
聞
か
れ
、途
中
休
憩

を
入
れ
な
が
ら
親
睦
を
計
り
、盛
況

の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

「
う
た
ご
え
サ
ロ
ン
」開
催

同
好
会
だ
よ
り

女
性
会
活
動

今
年
度
か
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
旅
ク
ラ
ブ
は

「
旅
ク
ラ
ブ
」
に
な
り
ま
し
た

次回は、１０月に
「いわふね花センター散策」
を予定しております。

【皆でバスに乗っていきました】銚子ポートタワー



ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

（４）

見直しのイメージ

【現　行】

発注・業務委託

マッチング・再委託

発注者

センター

会　員

請負・委任
契約関係

請負・委任
契約関係

【変更後】

利用申し込み

サポート

発注者

センター

会　員

請負・委任
契約関係

総
合
調
整
・
マ
ッ
チ
ン
グ

➡

　
令
和
６
年
４
月
13
日（
土
）に
藤
岡
地

域
班
の
会
員
49
名
が
渡
良
瀬
遊
水
地
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
、
ゴ
ル
フ
場
脇

の
管
理
用
通
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

　

温
か
な
日
差
し
の
中
、清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
本
年
11
月
1
日
か
ら
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
が
始
ま
る
と
、従
業
員
を
使
用
し
な
い
事
業

者
、い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
業
務
を
委
託
す
る

事
業
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
シ
ル
バー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、会
員
が
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
に
あ
た
る
た
め
、発
注
者
か
ら
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
受

託
し
、そ
の
業
務
を
会
員
に
委
託
す
る
現
在
の
契
約
方
法
で

は
、セ
ン
タ
ー
が
す
べ
て
の
会
員
に
対
し
て
義
務
を
履
行
す
る

必
要
が
生
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、大
勢
い
る
会
員
の
す
べ
て
に
対
し
て
、セ
ン
タ
ー

自
ら
が
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、国
の

主
導
に
よ
り
現
在
の
契
約
方
法
を
見
直
し
、発
注
者
が
直

接
会
員
に
業
務
を
委
託
す
る
契
約
方
法
に
な
る
よ
う
に
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
な
契

約
方
法
へ
移
行
で
き
る
よ
う
に
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
契
約
方
法
の
見
直
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、今
後
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
理
解・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
契
約
方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
す



（５）
　
令
和
６
年
６
月
21
日（
金
）、き
ら
ら
の
杜
と
ち

ぎ
蔵
の
街
楽
習
館
大
交
流
室
に
お
い
て
、定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
総
会
員
数
822
名
の
う
ち
、議
決
行
使

書・委
任
状
の
提
出
者
を
合
わ
せ
て
631
名
が
出
席

し
、総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　
川
俣
理
事
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、来
賓
と
し

て
御
出
席
を
賜
り
ま
し
た
大
川
市
長
、梅
澤
市
議

会
議
長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の

後
、36
名
の
10
年
表
彰
、15
名
の
15
年
表
彰
、１
名

の
役
員
表
彰
を
行
い
、功
労
を
称
え
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
浦
沼
氏
が
選
出
さ
れ
、
石
川
監
事

か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
事
務
局
か

ら
、
令
和
５
年
度
収
支
補
正
予
算
及
び
事
業
報

告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、

会
員
就
業
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
令
和
５
年
度
決
算
報
告
、
役

員
の
選
任
、
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ

い
て
議
案
が
上
程
さ
れ
、審
議・採
決
の
結
果
、全

議
案
と
も
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
定
時
総
会
を
開
催

事
務
局
だ
よ
り

 
〈 ㊗ 表彰された皆様おめでとうございます。〉

〈 川 俣 理事長〉

〈 浦 沼 議長 〉

役職名　　　氏　　名　　　　地　　域  
理事長　　川　俣　三　男　　都　　賀
副理事長　成　瀬　冨美男　　大　　平
専務理事　名　淵　正　己　　事務局長
理　事　　小  井  沼　 要　　 栃　　木
理　事　　荒　川　正　美　　栃　　木
理　事　　田　口　映　子　　栃　　木
(新)理事　 豊　田　弘　子　　栃　　木
理　事　　三　柴　 　 進　　 大　　平
理　事　　町　田　耕　一　　藤　　岡
理　事　　上　岡　仁　三　　藤　　岡
理　事　　高　橋　鉄　次　　都　　賀
理　事　　生　澤　康　夫　　西　　方
理　事　　永　島　仁　一　　岩　　舟
(新)理事　 麦　倉　敏　雄　　岩　　舟
理　事　　首　長　正　博　　行　　政
監　事　　石　川　久　子　　西　　方
監　事　　青　木　保　則　　有 識 者

役員名簿 （任期：令和7年6月総会まで）



（６）

市
と
市
議
会
に

　  

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
要
望

　
８
月
５
日
、
川
俣
理
事
長
、
成
瀬
副

理
事
長
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
市
長
と

正
副
議
長
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
は
市
か
ら
１

億
３
千
万
円
超
の
仕
事
を
受
託
し
て
い

る
ほ
か
、
事
業
運
営
の
た
め
の
補
助
を

受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と

受
託
事
業
収
益
の
３
割
強
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
市
補
助
金
の
確
保
、
公
共

事
業
の
発
注
拡
大
、
配
分
金
見
直
し
へ

の
配
慮
、
契
約
方
法
見
直
し
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
大
川
市
長
か

ら
は
、
「
会
員
が
市
民
生
活
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
で
き
る
限
り

の
支
援
継
続
」
に
つ
い
て
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
澤
議
長
、

針
谷
副
議
長
か
ら
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
と
契
約
方
法
の
見
直
し
に
よ
る
個
人

事
業
主
や
企
業
へ
の
影
響
、
ま
た
、
猛

暑
に
よ
る
会
員
の
暑
さ
対
策
等
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

◎：委員長　○：副委員長

　　　総務委員会 　   広報・女性委員会     安全・適正就業委員会 

栃　木

大　平
藤　岡
都　賀
西　方
岩　舟

理　事
兼　務

○
○

◎ ◎ ◎

○

委
員
会
委
員
名
簿任

期
：
令
和
７
年
6
月
理
事
会
ま
で

大関　晃一
吉井　秀夫

峯崎 　敏明
海老沼 栄四郎
浦沼　英勇
嶋田　安治
千金楽　豊
小井沼　要
荒川　正美
三柴　　進
上岡　仁三

竹沢　リイ子
菊池　千鶴子
渡辺　正男
多田　　滋
関塚　　勇
手塚　芳江
柏崎　泰子
佐々木　修
生澤　康夫
田口　映子
麦倉　敏雄

石川　冨貴
石嶋　延泰

川口　文雄
亀下　　清
飯島　兵嘉
藤平　秀雄
小島　孝夫
町田　耕一
永島　仁一
高橋　鉄次
豊田　弘子

〈梅澤議長、針谷副議長へ〉 〈大川市長へ〉

地　域
委員会



（７）

栃木市シルバー人材センター事務局組織構成 （令和６年9月1日現在）

新規採用職員紹介

主事（全体）
 荒　川　朋　代
嘱託員（全体）
 瀬　下　博　子

課長（全体）
 篠　原　裕　子

専務理事兼事務局長
 名　淵　正　己

総務課 業務課

事務局

北部事業所 南部事業所

補助員（大平）
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課長（栃木・大平）
 矢　口　明　美

（全体・栃木・大平地域） （都賀・西方地域） （藤岡・岩舟地域）

嘱託員（都賀・西方）
 新　村　　諭

嘱託員（都賀・西方）
 小　池　清　之

（兼）所長（都賀・西方）
 矢　口　明　美

補助員（藤岡）
 岸　本　佳　恵
スポット補助員（藤岡）
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所長（藤岡・岩舟）
 山　市　　進

補助員（岩舟）
 坂　本　愛　子

嘱託員（岩舟）
 川久保　礼　子

　４月1日付けで総務課
に配置されました。
　会員の皆様には日々
温かく見守っていただき
感謝しております。
　先輩方のように、皆様のお力になれるよ
う精進してまいりますので、今後ともご指
導、ご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　  荒川　朋代   

　　　【お問い合わせ先】

・栃木センター　　　    ☎ 23-4165

・大平連絡所（大平）　  ☎ 43-0155

・北部事業所（都賀・西方）☎ 92-8390

・南部事業所（藤岡）　　☎ 62-1534

・岩舟連絡所（岩舟）　　☎ 55-8358
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統計速報

令和６年7月末現在

入院 通院 死亡 男性 女性

傷害

賠償

7 1

1

6 0 16

044

11 10

10 3

2

7 0 28

044

14 12

計

入院 通院 死亡 男性 女性

傷害

賠償

計

件数
事故の程度

事故の程度

分類

分類

（当年）令和６年４月～令和６年７月

（前年）令和５年４月～令和５年７月

性別

件数
性別

地域 男 女 計

栃木 205

103

96

72

24

68

568

107

19

15

29

16

25

211

312

122

111

101

40

93

779

大平

藤岡

岩舟

都賀

西方

合計

前年同月
地域 男 女 計

栃木 209

101

94

75

26

75

580

112

21

20

36

15

24

228

321

122

114

111

41

99

808

大平

藤岡

都賀

西方

岩舟

合計

事故件数　（シルバー保険適用事故） 地域別会員数

令和６年度事業実績（令和６年4月～令和６年７月）
（金額単位：円）　

契　約　金　額就業人員受託
区　分

公共事業

計事務費材料費等他配分金延日人員実人員件数

民
間
事
業

企 業 等

家　　庭

前年同月実績

独自事業

合　　計

小　　計

公共事業増減率

民間事業増減率

増　減

増減率

3,988,071

4,258,222

8,135,891

3,155

12,397,268

16,385,339

17,495,620

-1,110,281

-6.3%

-4.8%

-6.8%

5,174,228

6,528,882

3,815,612

7

10,344,501

15,518,729

13,589,216

1,929,513

14.2%

23.0%

10.2%

52,547,276

65,743,329

43,811,120

152,800

109,707,249

162,254,525

167,803,361

-5,548,836

-3.3%

3.9%

-6.4%

8,700

12,564

6,866

38

19,468

28,168

29,546

-1,378

-4.7%

-1.8%

-5.9%

43,384,977

54,956,225

31,859,617

149,638

86,965,480

130,350,457

136,718,525

-6,368,068

-4.7%

2.8%

-8.0%

646

667

-21

-3.1%

募　集 !募　集 !

633

963

2,207

8

3,178

3,811

3,977

-166

-4.2%

4.6%

-5.8%

　会員の皆様から、会員投稿欄
に掲載する記事や写真を、随時
募集しております。

　詳しくは、栃木セン
ターまでお問い合わ
せください。

・作業前、作業後に安全チェックシートへ記入

・脚立・三脚に昇る上限の設定

・抜き打ちパトロールの実施

・作業場所による石飛びを抑制する刈刃の使い分け

・賠責保険の免責分会員負担制度の導入

・一人作業の是非の検討

～会員の安全確保・事故防止を図ります～

新たな安全対策


